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震

え

、

触

れ

、

琴

線

 
紳

士

風

情
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登

場

人

物

表

 

冨

谷

 
奏

（

１

７

）
（

１

２

）

 

高

校

二

年

生

。

 

志

満

歌

音

（

１

７

）

 
 

高

校

二

年

生

。

 

 

志

満

律

歌

（

２

０

）
 

大

学

二

年

生

。

 

志

満

香

織

（

４

８

）

 
歌

音

と

律

歌

の

母

。

 

河

原

木

（

３

８

）

 
 

オ

ル

ゴ

ー

ル

職

人

の

弟

子

。 

 

冨

谷

京

子

（

４

４

）

 

奏

の

母

。

 

芽

森

真

紀

（

３

５

）

 

奏

の

ピ

ア

ノ

の

先

生

。

 

 

ア

シ

ル

（

３

）

 

ア

メ

リ

カ

ン

・

シ

ョ

ー

ト

ヘ

ア

。 

モ

ー

リ

ス

（

５

）

 

ゴ

ー

ル

デ

ン

レ

ト

リ

バ

ー

。

 

 

学

生

１

 
 

子

ど

も

１

 

学

生

２

 
 

子

ど

も

２

 

先

生

１

 
 

母

親

 

先

生

２

 
 

女

性

１

 

審

査

員

１

 
 

女

性

２

 

 
 

 

女

性

３
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〇

八

幡

坂

（

昼

）

 

函

館

湾

に

向

か

っ

て

八

幡

坂

を

下

り

る

車

。

 

 

〇

八

幡

坂

前

学

校

・

帰

路

（

昼

）

 

 

テ

ス

ト

が

終

わ

り

、

早

め

に

帰

る

学

生

た

ち

。 

学

生

１

「

や

っ

と

テ

ス

ト

終

わ

っ

た

ー

！

」

 

学

生

２

「

夏

休

み

じ

ゃ

ん

。

ヤ

バ

く

な

い

？

」

 

学

生

た

ち

、

八

幡

坂

を

下

り

ず

、

真

っ

す

ぐ

ソ

フ

ト

ク

リ

ー

ム

屋

へ

と

向

か

う

。
 

 

〇

八

幡

坂

（

昼

）

 

 

学

生

た

ち

と

す

れ

違

う

冨

谷

奏

（

１

７

）
。

 

 

気

に

せ

ず

、

八

幡

坂

を

下

る

奏

。

 

 

〇

ピ

ア

ノ

教

室

（

昼

）

 

 

奏

、

練

習

曲

を

弾

く

。

 

 

横

で

譜

面

を

捲

る

茅

森

真

紀

（

３

５

）
。

 

 

弾

き

終

え

る

奏

。

 

真

紀

「

う

ん

、

前

よ

り

良

く

な

っ

て

る

。

た

く

さ

ん

練

習

し

た

み

た

い

ね

」
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譜

面

を

見

る

奏

。

 

奏

「

先

生

、

こ

こ

を

も

う

少

し

滑

ら

か

に

弾

け

る

よ

う

に

な

り

た

い

ん

で

す

が

」

 

真

紀

「

え

、

ど

こ

？

」

 

 

真

紀

、

譜

面

に

顔

を

近

づ

け

る

。

 

真

紀

「

あ

ー

、

こ

こ

は

ね

」

 

 

奏

に

弾

き

な

が

ら

教

え

る

真

紀

。

 

 

〇

ピ

ア

ノ

教

室

前

（

夕

）

 

奏

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

真

紀

「

は

い

。

気

を

つ

け

て

帰

っ

て

ね

」

 

 

頭

を

下

げ

る

奏

。

 

 

〇

末

広

町

駅

（

夕

）

 

 

本

を

読

み

な

が

ら

奏

、

函

館

市

電

を

待

つ

。

 

 

函

館

市

電

、

止

ま

る

。

 

 

奏

、

本

を

閉

じ

乗

り

込

む

。

 

 

〇

函

館

市

電

（

夕

）

 

 

椅

子

に

座

っ

て

再

び

本

を

読

む

奏

。
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揺

れ

る

函

館

市

電

。

 

 

〇

堀

川

町

駅

（

夕

）

 

 

降

り

る

奏

。
 

 

〇

帰

路

（

夕

）

 

姿

勢

を

正

し

て

歩

く

奏

、
バ

イ

ク

と

す

れ

違

う

。 

 

〇

冨

谷

家

・

玄

関

（

夕

）

 

 

鞄

か

ら

鍵

を

取

り

出

し

開

け

る

奏

。
 

奏

「

た

だ

い

ま

」

 

 

奏

、

扉

を

閉

じ

る

。

 

 

〇

冨

谷

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

）

 

 

棚

に

並

べ

ら

れ

た

幼

少

期

の

奏

の

写

真

。

 

写

真

の

中

の

奏

、
楽

し

そ

う

に

ピ

ア

ノ

を

弾

く

様

子

や

、

演

奏

会

で

笑

っ

て

い

る

姿

。

 

 

グ

ラ

ン

ド

ピ

ア

ノ

を

横

目

に

見

る

奏

。

 

キ

ッ

チ

ン

か

ら

声

を

か

け

る

冨

谷

京

子

（

４

４

）
。
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京

子

「

あ

ら

お

か

え

り

。

も

う

少

し

で

夕

飯

で

き

る

か

ら

。

手

洗

っ

て

待

っ

て

て

」

 

奏

「

…

…

う

ん

」

 

リ

ビ

ン

グ

を

後

に

す

る

奏

。

 

 

〇

冨

谷

家

・

葵

の

部

屋

（

夜

）

 

夕

食

後

、
部

屋

に

入

る

な

り

電

子

ピ

ア

ノ

に

近

づ

き

、
イ

ヤ

ホ

ン

を

セ

ッ

ト

し

弾

き

始

め

る

奏

。 

 

〇

堀

川

町

駅

（

朝

）

 

 

制

服

で

函

館

市

電

を

待

つ

奏

。

 

 

函

館

市

電

、

駅

に

到

着

す

る

。

 

 

奏

、

乗

り

込

む

。

 

 

〇

函

館

市

電

（

朝

）

 

 

数

名

の

観

光

客

と

す

れ

違

う

奏

。

 

 

奏

、

つ

り

革

を

掴

ん

で

外

を

見

る

。

 

 

〇

函

館

駅

前

駅

（

朝

）

 

何

と

か

乗

り

込

も

う

と

観

光

客

、
押

し

寄

せ

る

。 
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身

体

を

寄

せ

た

り

、

奥

へ

進

ん

だ

り

す

る

奏

。 

 

〇

函

館

市

電

（

朝

）

 

十

字

街

駅

か

ら

末

広

町

駅

の

間

に

あ

る

八

幡

坂

や

景

色

に

声

を

上

げ

る

観

光

客

。

 

 

奏

、

ボ

ー

っ

と

外

を

見

る

。

 

 

〇

末

広

町

駅

（

朝

）

 

奏

、
た

く

さ

ん

降

り

る

人

の

流

れ

に

逆

ら

わ

ず

に

降

り

る

。

 

 

〇

八

幡

坂

（

朝

）

 

 

坂

を

上

る

奏

。

 

 

自

転

車

で

駆

け

上

が

る

志

満

歌

音

（

１

７

）
。

 

歌

音

「

よ

い

し

ょ

…

…

よ

い

し

ょ

っ

と

！

」

 

奏

、

気

に

せ

ず

歩

き

続

け

る

。

 

 

〇

職

員

室

（

朝

）

 

先

生

１

「

あ

、

音

楽

室

だ

っ

け

」

 

奏

「

は

い

。

鈴

木

先

生

か

ら

既

に

許

可

は

得

て

い

ま
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す

」

 

先

生

１

「

う

ん

、

聞

い

て

る

よ

。

は

い

、

こ

れ

鍵

」

 
扉

の

近

く

の

鍵

管

理

箱

か

ら

音

楽

室

の

鍵

を

取

り

出

し

、

奏

に

渡

す

先

生

１

。

 

奏

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

奏

、
丁

寧

に

お

辞

儀

を

し

て

か

ら

い

な

く

な

る

。 

 

〇

音

楽

室

（

朝

）

 

奏

、
入

る

な

り

も

あ

っ

と

暑

さ

が

襲

い

掛

か

り

、

す

ぐ

さ

ま

エ

ア

コ

ン

を

つ

け

る

。

 

ピ

ア

ノ

を

見

つ

め

て

か

ら

鞄

を

置

き

、
楽

譜

を

取

り

出

し

、

譜

面

台

に

置

い

て

座

る

奏

。

 

弾

き

始

め

る

奏

。

 

 
×

 
×

 
×

 

ピ

ア

ノ

の

コ

ン

ク

ー

ル

に

出

る

冨

谷

奏

（

１

２

）
。

 

か

つ

て

教

わ

っ

て

い

た

ピ

ア

ノ

の

先

生

と

審

査

員

１

、

肩

を

並

べ

て

座

る

。

 

審

査

員

１

「

あ

の

子

に

は

才

能

が

あ

る

ん

だ

け

ど

何

か

が

足

り

な

い

ん

だ

よ

な

あ

…

…

」
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弾

き

終

え

、

頭

を

下

げ

る

奏

。

 

 
×

 
×

 
×

 

 

ピ

ア

ノ

を

弾

く

冨

谷

奏

（

１

７

）

の

横

顔

。

 

 
×

 
×

 
×

 

表

彰

状

を

受

け

取

る

参

加

者

を

見

る

冨

谷

奏

（

１

２

）
。

 

×
 

×
 

×
 

 

冨

谷

奏
（

１

７

）
、
ゆ

っ

く

り

と

弾

き

終

え

る

。

 

 

歌

音

、

扉

を

ガ

ラ

ッ

と

い

き

な

り

開

け

る

。

 

 

驚

く

奏

、

立

ち

上

が

る

。

 

箱

を

持

っ

た

歌

音

、
笑

顔

を

浮

か

べ

て

近

づ

い

て

く

る

。

 

歌

音

「

す

ご

ー

い

！

 

今

の

貴

方

が

弾

い

て

た

の

！

？

」

 

 

固

ま

っ

た

ま

ま

の

奏

。

 

歌

音

「

有

名

な

曲

だ

よ

ね

？

 

名

前

は

忘

れ

ち

ゃ

っ

た

け

ど

、

よ

く

聞

く

よ

！

」

 

奏

「

…

…

あ

の

、

ど

ち

ら

様

で

し

ょ

う

か

」

 

 

荷

物

を

置

い

て

一

呼

吸

す

る

歌

音

。

 

歌

音

「

二

年

Ｃ

組

の

志

満

歌

音

で

す

！

 

よ

ろ

し

く
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お

願

い

し

ま

す

！

」

 

奏

「

え

、

同

い

年

…

…

？

」

 

歌

音

「

え

、

先

輩

じ

ゃ

な

い

の

！

？

」

 

 

奏

、

頭

を

下

げ

る

。

 

奏

「

…

…

二

年

Ａ

組

の

冨

谷

奏

で

す

」

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

ん

！

 
Ａ

組

な

ら

佐

々

木

っ

ち

と

か

よ

っ

ち

ー

と

一

緒

だ

ね

！

」
 

奏

「

…

…

誰

？

」

 

歌

音

「

あ

れ

？

 

違

っ

た

っ

け

」

 

奏

「

…

…

多

分

、

そ

う

」

 

歌

音

「

だ

よ

ね

ー

！

 

よ

か

っ

た

！

 

ね

え

ね

え

、

も

う

一

回

弾

い

て

く

れ

な

い

？

」

 

 

目

を

輝

か

せ

る

歌

音

。

 

 

目

を

丸

く

す

る

奏

。

 

奏

「

…

…

い

い

け

ど

」

 

歌

音

「

や

っ

た

ー

！

 

あ

り

が

と

！

」

 

歌

音

、
音

楽

室

に

あ

る

机

と

一

体

型

の

椅

子

を

近

く

に

持

っ

て

く

る

。

 

 

再

び

弾

き

始

め

る

奏

。
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〇

音

楽

室

（

昼

）

 

 
弾

き

終

え

る

と

拍

手

す

る

歌

音

。

 

歌

音

「

す

ご

い

ね

！

 

め

っ

ち

ゃ

綺

麗

な

音

だ

っ

た

よ

！

 

鍵

盤

が

踊

っ

て

る

み

た

い

で

…

…

」

 

奏

「

そ

う

い

う

の

、

大

丈

夫

で

す

」

 

歌

音

「

…

…

そ

っ

か

ー

」
 

 

音

楽

室

の

扉

を

ノ

ッ

ク

し

て

開

け

る

先

生

２

。 

先

生

２

「

志

満

！

 

お

前

ど

こ

ま

で

荷

物

持

っ

て

行

っ

た

の

か

と

思

っ

た

ら

！

」

 

歌

音
「

あ

、
そ

う

だ

っ

た

！

 

ご

め

ん

な

さ

ー

い

！

」

 

 

歌

音

、
立

ち

上

が

っ

て

、
荷

物

を

持

ち

上

げ

る

。 

歌

音

「

も

し

よ

か

っ

た

ら

ま

た

聞

か

せ

て

ね

！

 
志

満

歌

音

だ

よ

！

 

よ

ろ

し

く

！

 

じ

ゃ

あ

ね

！

」 

 

笑

顔

で

先

生

２

の

元

へ

駆

け

寄

る

歌

音

。

 

音

楽

室

の

扉

が

閉

ま

る

の

を

見

届

け

て

か

ら

し

ば

ら

く

扉

を

見

る

奏

。

 

 

〇

職

員

室

（

夕

）

 

奏

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

 

奏

、

扉

を

静

か

に

閉

め

、

職

員

室

を

去

る

。

 



『震え、触れ、琴線』 紳士風情 

10 

 

 

〇

八

幡

坂

（

夕

）

 

 

下

る

奏

。

 

 

自

転

車

に

乗

っ

て

駆

け

下

り

る

歌

音

。

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

ー

ん

！

」

 

 

歌

音

に

合

わ

せ

て

歩

く

速

度

を

遅

く

す

る

奏

。 

歌

音

「

さ

っ

き

は

あ

り

が

と

う

！

」

 

奏

「

大

丈

夫

」

 

歌

音

「

ピ

ア

ノ

好

き

な

ん

だ

ね

ー

！

」
 

 

奏

、

顔

を

曇

ら

せ

る

。

 

奏
「
（

小

声

で

）
や

ら

な

く

て

い

い

な

ら

や

っ

て

な

い

」 

歌

音

「

え

？

」

 

 

歌

音

、

耳

を

傾

け

る

。

 

奏

「

あ

の

曲

、

好

き

な

の

？

」

 

歌

音

「

う

ー

ん

…

…

好

き

で

は

な

い

か

な

！

」

 

奏

「

え

っ

」

 

歌

音

「

好

き

な

の

か

な

ー

？

 

っ

て

思

っ

た

け

ど

よ

く

聞

く

だ

け

で

好

き

で

は

な

い

か

な

！

」

 

 

奏

、

若

干

引

き

気

味

で

歌

音

を

見

る

。

 

歌

音

「

で

も

、

音

は

好

き

！

」
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奏

「

…

…

意

味

が

分

か

ら

な

い

ん

だ

け

ど

」

 

歌

音

「

難

し

い

な

～

」

 

 

大

袈

裟

に

頭

を

傾

げ

る

歌

音

。

 

歌

音

「

あ

！

 
じ

ゃ

あ

う

ち

来

て

！

」

 

奏

「

…

…

は

？

」

 

 

目

を

合

わ

せ

る

歌

音

と

奏

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

前

（

夕

）
 

 

奏

、

看

板

を

見

る

。

 

奏

「

こ

こ

が

お

家

な

の

？

」

 

歌

音

「

あ

れ

？

 

言

っ

て

な

か

っ

た

っ

け

？

」
 

奏

「

初

耳

」

 

歌

音

「

な

ら

改

め

ま

し

て

！

 

志

満

か

…

…

」

 

奏

「

そ

れ

は

も

う

い

い

」

 

歌

音

「

そ

う

？

 

じ

ゃ

あ

、

じ

ゃ

じ

ゃ

ー

ん

！

 

私

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

が

」

 

 

奏

、

無

視

し

て

お

店

に

入

る

。

 

歌

音

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

夕

）
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観

光

客

で

溢

れ

る

店

内

。

 

 
い

た

る

と

こ

ろ

か

ら

流

れ

る

オ

ル

ゴ

ー

ル

。

 

 

ゆ

っ

く

り

お

店

の

奥

へ

入

っ

て

い

く

奏

。

 

歌

音

「

さ

っ

き

の

曲

、

こ

れ

だ

よ

ね

」

 

歌

音

、
透

明

な

箱

に

入

っ

た

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

ネ

ジ

を

回

し

な

が

ら

歩

み

寄

る

。

 

 

奏

、

箱

を

受

け

取

り

、

耳

を

傾

け

る

。

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

ネ

ジ

が

止

ま

る

と

同

時

に

話

し

か

け

る

歌

音

。

 

歌

音

「

い

い

よ

ね

ー

！

」

 

奏

「

で

も

好

き

じ

ゃ

な

い

ん

で

し

ょ

」

 

歌

音

「

う

ん

。

オ

ル

ゴ

ー

ル

と

か

楽

器

で

聴

く

の

は

好

き

な

ん

だ

け

ど

」

 

 

奏

、

箱

を

歌

音

に

返

す

。

 

陳

列

を

終

え

た

志

満

律

歌

（

２

０

）
、

歌

音

と

奏

に

近

づ

く

。

 

律

歌

「

な

に

、

お

友

達

？

」

 

歌

音

「

お

姉

ち

ゃ

ん

！

」

 

奏

「

は

じ

め

ま

し

て

、

冨

谷

奏

と

申

し

ま

す

。

志

満

さ

ん

と

は

今

日

知

り

合

い

ま

し

た

」
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律

歌

「

え

、

今

日

？

」

 

歌

音

「

そ

う

！

 

奏

ち

ゃ

ん

、

ピ

ア

ノ

が

上

手

な

ん

だ

よ

！

」
 

律

歌

「

へ

ー

！

」
 

 

律

歌

、

奏

の

顔

を

見

な

が

ら

微

笑

む

。

 

律

歌

「

て

か

、

あ

ん

た

も

紹

介

終

わ

っ

た

ら

手

伝

っ

て

よ

ー

」

 

歌

音

「

わ

か

っ

た

！

」

 

観

光

客

に

声

を

か

け

ら

れ

律

歌

、
持

ち

場

に

戻

る

。

 

歌

音

「

私

の

お

姉

ち

ゃ

ん

！

 

大

学

は

札

幌

の

方

な

ん

だ

け

ど

、

夏

休

み

の

間

戻

っ

て

き

て

推

し

？
 

の

た

め

に

バ

イ

ト

し

て

る

ん

だ

っ

て

！

」

 

奏

「

そ

こ

ま

で

聞

い

て

な

い

け

ど

」

 

 

奥

で

歌

音

の

名

前

を

呼

ぶ

志

満

香

織
（

４

８

）
。 

奏

「

お

母

さ

ん

？

」

 

歌

音

「

う

ん

。

呼

ん

で

る

み

た

い

だ

か

ら

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

く

る

！

」

 

奏

「

私

も

そ

ろ

そ

ろ

帰

る

」

 

歌

音

「

あ

、

そ

っ

か

。

明

日

も

学

校

行

く

の

？

」
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奏

、

少

し

考

え

て

か

ら

 

奏

「

多

分

」

 

歌

音

「

ま

た

聞

き

に

行

っ

て

も

い

い

！

？

」

 

奏

「

別

に

い

い

け

ど

」

 

歌

音

「

じ

ゃ

あ

聞

き

に

行

く

！

」

 

香

織

「

歌

音

―

！

」

 

歌

音

「

は

ー

い

！

 

じ

ゃ

、

明

日

ね

！

」

 

 

手

を

振

る

歌

音

。

 

近

く

に

あ

っ

た

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

チ

ラ

ッ

と

見

る

も

そ

の

ま

ま

帰

る

奏

。

 

 

〇

音

楽

室

（

昼

）

 

 

ピ

ア

ノ

を

弾

く

奏

。

 

 

目

を

瞑

り

な

が

ら

聞

く

歌

音

。

 

 

奏

、

弾

き

終

え

る

。

 

 

拍

手

を

す

る

歌

音

。

 

歌

音

「

小

さ

い

頃

か

ら

や

っ

て

る

の

？

」

 

奏

「

お

母

さ

ん

に

や

れ

っ

て

言

わ

れ

て

」

 

歌

音

「

お

母

さ

ん

も

ピ

ア

ノ

弾

い

て

る

の

？

」

 

奏

「

う

う

ん

。

何

か

一

つ

で

も

得

意

な

こ

と

を

身

に
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付

け

て

お

き

な

さ

い

っ

て

」

 

歌

音

「

そ

ー

な

ん

だ

！

 

得

意

な

こ

と

か

ー

！

」

 

奏

「

志

満

さ

ん

は

習

い

事

や

っ

て

な

い

の

？

」

 

歌

音

「

今

は

絵

画

教

室

行

っ

て

る

よ

」

 

奏

「

絵

を

描

く

の

が

得

意

な

の

？

」

 

歌

音

「

得

意

？

 

得

意

な

の

か

な

？

」

 

 

歌

音

、

首

を

傾

げ

る

。
 

歌

音

「

空

手

と

か

そ

ろ

ば

ん

と

か

習

字

と

か

い

ろ

い

ろ

や

っ

て

た

け

ど

、

ど

れ

も

飽

き

ち

ゃ

っ

て

さ

ー

。

で

も

絵

描

く

の

っ

て

何

で

も

ア

リ

だ

か

ら

続

い

て

る

の

か

も

」

 

 

歌

音

を

見

る

奏

。

 

歌

音

「

ま

だ

初

め

て

一

週

間

も

経

っ

て

な

い

け

ど

ね

！

」

 

奏

「

え

っ

」

 

歌

音

「

だ

か

ら

ま

だ

わ

か

ん

な

い

け

ど

、

今

ま

で

や

っ

て

き

た

中

で

は

一

番

楽

し

い

！

」

 

 

目

が

合

う

奏

と

歌

音

。

 

 

奏

、

す

ぐ

さ

ま

目

を

逸

ら

す

。

 

奏

「

ご

両

親

が

何

も

言

わ

な

い

な

ら

い

い

け

ど

」
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歌

音

「

い

や

さ

す

が

に

続

か

な

さ

す

ぎ

っ

て

お

姉

ち

ゃ

ん

に

も

言

わ

れ

る

よ

」

 

 

奏

、

眉

を

ひ

そ

め

る

。

 

歌

音

「

そ

う

だ

！
 

こ

れ

！

」

 

 

歌

音

、

鞄

の

中

か

ら

箱

を

取

り

出

す

。

 

奏

「

こ

れ

っ

て

」

 

歌

音

「

お

母

さ

ん

か

ら

。

売

り

物

じ

ゃ

な

く

っ

て

申

し

訳

な

い

け

ど

、

も

し

よ

け

れ

ば

っ

て

！

」

 

 

箱

を

受

け

取

る

奏

。

 

箱

の

ラ

ベ

ル

に

は

オ

ル

ゴ

ー

ル

店

で

聴

い

た

曲

の

名

前

。

 

奏

「

い

い

の

？

」

 

歌

音

「

話

し

て

る

最

中

に

割

り

込

ん

じ

ゃ

っ

た

か

ら

何

か

お

詫

び

が

し

た

か

っ

た

ん

だ

っ

て

」

 

奏

「

別

に

い

い

の

に

」

 

歌

音
「

い

い

よ

！

 

来

て

く

れ

た

お

礼

も

兼

ね

て

！

」 

奏

「

…

…

あ

り

が

と

う

」

 

 

透

明

な

箱

を

見

る

奏

。

 

 

笑

顔

を

浮

か

べ

る

歌

音

。
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〇

冨

谷

家

・

奏

の

部

屋

（

夕

）

 

 
イ

ヤ

ホ

ン

を

し

な

が

ら

ピ

ア

ノ

を

弾

く

奏

。

 

 

鞄

の

中

、

オ

ル

ゴ

ー

ル

入

っ

た

ま

ま

。

 

 

ア

シ

ル

（

３

）
、

奏

の

鞄

の

中

を

漁

る

。

 

 

奏

、

気

づ

い

て

手

を

止

め

る

。

 

奏

「

や

め

て

」

 

 

ア

シ

ル

を

持

ち

上

げ

る

奏

。

 

 

鞄

か

ら

オ

ル

ゴ

ー

ル

、

落

ち

る

。

 

 

奏

、

拾

い

上

げ

る

。

 

 

見

つ

め

た

後

、

棚

に

し

ま

う

奏

。

 

 

奏

、

イ

ヤ

ホ

ン

を

つ

け

、

弾

き

直

す

。
 

 

〇

末

広

町

駅

（

昼

）

 

 

ピ

ア

ノ

教

室

帰

り

、

函

館

市

電

を

待

つ

奏

。

 

 

函

館

市

電

、

止

ま

る

。

 

 

乗

る

奏

。

 

 

〇

函

館

市

電

（

昼

）

 

 

つ

り

革

に

掴

ま

る

奏

。

 

歌

音

「

す

い

ま

せ

ー

ん

！

 

乗

り

ま

ー

す

！

」
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外

か

ら

走

っ

て

く

る

歌

音

。

 

 
奏

、

乗

り

込

む

歌

音

と

目

が

合

う

。

 

歌

音

「

あ

！
 

奏

ち

ゃ

ん

だ

！

」

 

 

近

づ

く

歌

音

。

 

 

発

車

す

る

函

館

市

電

。

 

歌

音

「

学

校

帰

り

？

 
で

も

私

服

？

」

 

奏

「

今

日

は

ピ

ア

ノ

教

室

」
 

歌

音

「

こ

の

辺

な

の

？

」

 

奏

「

う

ん

。

最

寄

り

は

学

校

と

同

じ

」
 

歌

音

「

便

利

で

い

い

ね

！

」

 

 

八

幡

坂

の

前

を

通

る

函

館

市

電

。

 

 

窓

を

見

る

歌

音

。

 

奏

「

自

転

車

は

？

」

 

歌

音

「

自

転

車

さ

ー

、

タ

イ

ヤ

が

パ

ン

ク

し

ち

ゃ

っ

て

。

せ

っ

か

く

だ

し

、

久

し

ぶ

り

に

市

電

使

お

う

と

思

っ

て

」

 

 

相

槌

を

打

つ

奏

。

 

歌

音

「

あ

、

こ

こ

だ

。

奏

ち

ゃ

ん

は

ど

こ

ま

で

乗

る

の

？

」

 

奏

「

堀

川

町

」
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歌

音

「

も

う

ち

ょ

っ

と

先

か

ー

！

」

 

 
十

字

街

駅

に

着

く

函

館

市

電

。

 

歌

音

「

じ

ゃ

あ

ね

！

 

気

を

つ

け

て

帰

っ

て

ね

！

」

 

 

手

を

振

る

歌

音

。

 

 

奏

、

窓

の

外

を

見

る

。

 

 

歌

音

、

降

り

よ

う

と

し

た

瞬

間

、

声

を

出

す

。 

歌

音

「

す

い

ま

せ

ん

！

 
降

り

る

と

こ

ろ

間

違

え

ま

し

た

！

」

 

 

閉

ま

る

扉

。

 

 

奏

に

近

づ

く

歌

音

。

 

歌

音

「

ね

え

ね

え

、

も

し

よ

け

れ

ば

家

で

バ

イ

ト

し

な

い

？

」

 

奏

「

き

ゅ

、

急

だ

ね

」

 

歌

音
「

お

父

さ

ん

が

ぎ

っ

く

り

腰

に

な

っ

ち

ゃ

っ

て

、

突

然

だ

け

ど

人

が

必

要

な

ん

だ

よ

ね

ー

」

 

 

考

え

る

奏

。

 

 

奏

、

手

を

前

に

拝

む

。

 

歌

音

「

お

願

い

！

」

 

奏

「

…

…

ピ

ア

ノ

の

練

習

優

先

で

よ

け

れ

ば

」

 

歌

音
「

い

い

よ

、
全

然

い

い

よ

！

 

あ

り

が

と

う

！

」
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魚

市

場

通

駅

に

止

ま

る

函

館

市

電

。

 

歌

音

「

明

日

の

午

前

中

は

？

」

 

奏

「

明

日

は

…

…

大

丈

夫

」

 

歌

音

「

じ

ゃ

あ

九

時

に

家

に

来

て

！

」

 

 

手

を

振

り

な

が

ら

降

り

る

歌

音

。

 

 

奏

、

歌

音

を

目

で

追

う

。

 

 

発

車

す

る

函

館

市

電

。
 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

朝

）

 

エ

プ

ロ

ン

を

着

て

、
香

織

や

律

歌

の

前

で

頭

を

下

げ

る

奏

。

 

奏

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

香

織

「

突

然

で

ご

め

ん

な

さ

い

ね

」

 

奏

「

い

え

」

 

 

後

ろ

か

ら

ド

タ

バ

タ

と

や

っ

て

く

る

歌

音

。

 

歌

音

「

お

待

た

せ

―

！

」

 

律

歌

「

あ

ん

た

の

方

が

近

い

の

に

な

ん

で

遅

れ

る

わ

け

」

 

歌

音

「

モ

ー

リ

ス

が

離

し

て

く

れ

な

く

て

」

 

奏

「

モ

ー

リ

ス

？

」
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香

織

「

家

の

犬

の

名

前

よ

」

 

香

織

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

、

写

真

を

奏

に

見

せ

る

。
 

歌

音

と

律

歌

に

挟

ま

れ

る

モ

ー

リ

ス

（

５

）

の

写

真

。

 

奏

「

可

愛

い

で

す

ね

」

 

歌

音

「

な

に

な

に

ー

？

」

 

律

歌

「

い

い

か

ら

あ

ん

た

は

早

く

冨

谷

さ

ん

に

教

え

て

あ

げ

な

さ

い

」

 

 

近

づ

こ

う

と

す

る

歌

音

の

頭

を

掴

む

律

歌

。

 

 

苦

笑

す

る

香

織

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

作

り

体

験

コ

ー

ナ

ー

（

朝

）

 

 

並

べ

ら

れ

た

オ

ル

ゴ

ー

ル

。

 

 

掃

除

を

す

る

律

歌

。

 

 

レ

ジ

を

確

認

す

る

香

織

。

 

歌

音

「

夏

休

み

中

は

体

験

コ

ー

ナ

ー

が

少

し

豪

華

に

な

る

ん

だ

」

 

奏

「

豪

華

？

」

 

歌

音

「

い

つ

も

は

パ

ー

ツ

の

種

類

が

少

な

い

ん

だ

け
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ど

」

 

 
机

の

上

に

箱

を

置

く

歌

音

。

 

歌

音
「

星

と

か

海

と

か

、
夏

っ

ぽ

い

の

が

増

え

る

！

」

 

 

パ

ー

ツ

を

手

に

取

り

紹

介

す

る

歌

音

。

 

 

奏

、

音

符

の

形

を

し

た

パ

ー

ツ

を

手

に

取

る

。 

歌

音

「

さ

す

が

お

目

が

高

い

！

」

 

奏

「

人

気

な

の

？

」

 

歌

音
「

人

気

、
人

気

！

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

だ

か

ら

か

な

？

」 

 

箱

を

漁

る

歌

音

。

 

歌

音

「

私

の

お

す

す

め

は

ね

…

…

」

 

ス

イ

カ

や

メ

ロ

ン

の

パ

ー

ツ

を

取

り

出

す

歌

音

。

 

歌

音

「

こ

う

い

う

果

物

と

か

可

愛

く

な

い

？

」

 

奏

「

オ

ル

ゴ

ー

ル

に

は

つ

け

な

い

で

し

ょ

」

 

歌

音
「

や

っ

ぱ

り

ー

？

 

い

つ

も

残

る

ん

だ

よ

ね

ー

」 

歌

音

、
奏

に

パ

ー

ツ

ご

と

に

分

か

れ

た

小

物

入

れ

を

渡

し

、

一

緒

に

並

べ

る

。

 

 

奏

、

黙

々

と

丁

寧

に

置

い

て

い

く

。

 

歌

音

「

こ

れ

が

終

わ

っ

た

ら

次

は

」

 

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

体

験

の

手

順

を

説

明

す

る

歌

音

。 
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〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

昼

）

 

 

い

つ

も

よ

り

人

が

多

く

な

る

店

内

。

 

奏

、
オ

ル

ゴ

ー

ル

体

験

会

の

手

続

き

場

で

待

機

し

な

が

ら

店

の

様

子

を

見

る

。

 

歌

音

、

観

光

客

に

お

す

す

め

を

伝

え

る

。

 

律

歌

、

レ

ジ

で

会

計

を

す

る

。

 

香

織

、

奥

で

在

庫

を

確

認

す

る

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

作

り

体

験

コ

ー

ナ

ー

（

昼

）
 

奏

に

声

を

か

け

る

河

原

木

（

３

８

）
。

 

河

原

木

「

あ

の

、

今

体

験

で

き

ま

す

か

」

 

 

奏

、

ハ

ッ

と

し

て

立

ち

上

が

る

。

 

奏

「

は

い

。

す

ぐ

ご

案

内

で

き

ま

す

」

 

河

原

木

「

一

人

な

ん

だ

け

ど

、

大

丈

夫

そ

う

？

」

 

奏

「

お

一

人

様

で

も

大

歓

迎

で

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

ち

ら

へ

お

名

前

と

ご

住

所

、

作

り

た

い

曲

の

番

号

を

ご

記

入

く

だ

さ

い

」

 

奏

、

ペ

ン

と

紙

を

渡

し

、

曲

一

覧

の

表

を

見

せ

る

。
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河

原

木

、

ペ

ン

を

受

け

取

り

、

書

き

な

が

ら

聞

く

。
 

河

原

木

「

曲

は

後

で

で

も

い

い

？

」

 

奏

「

あ

、

は

い

。

大

丈

夫

で

す

」

 

河

原

木

、

書

き

終

え

ペ

ン

を

渡

し

、

奏

に

奥

へ

案

内

さ

れ

る

。

 

奏

「

で

は

ご

説

明

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

」

 

河

原

木

「

う

ん

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

 

一

つ

一

つ

を

丁

寧

に

説

明

し

て

い

く

奏

。

 

 

河

原

木

、

相

槌

を

打

ち

な

が

ら

話

を

聞

く

。

 

 

律

歌

、

奏

と

河

原

木

の

方

を

見

る

。

 

奏

「

で

は

、

終

わ

り

ま

し

た

ら

お

気

軽

に

お

声

を

お

か

け

く

だ

さ

い

」

 

河

原

木

「

は

ー

い

」

 

奏

、
頭

を

下

げ

て

持

ち

場

に

戻

る

と

歌

音

が

母

親

と

子

ど

も

二

人

を

連

れ

て

く

る

。

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

ー

ん

！

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

体

験

を

ご

希

望

で

ー

す

！

」

 

奏

「

は

い

。

で

は

、

こ

ち

ら

に

」

 

律

歌

、

レ

ジ

に

来

た

観

光

客

に

頭

を

下

げ

、

対
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応

す

る

。

 

 
子

ど

も

と

楽

し

そ

う

に

話

す

歌

音

。

 

子

ど

も

１

「

あ

た

し

、

ト

ト

ロ

が

い

い

ー

！

」

 

子

ど

も

２

「

ね

え

ね

ば

っ

か

ズ

ル

い

！

」

 

子

ど

も

１

「

じ

ゃ

あ

一

緒

の

…

…

」

 

母

親

「

同

じ

や

つ

じ

ゃ

勿

体

な

い

で

し

ょ

。

こ

っ

ち

の

方

が

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

の

？

」

 

 

表

を

見

な

が

ら

顔

を

曇

ら

せ

る

子

ど

も

２

。

 

歌

音
「

あ

の

、
同

じ

曲

で

も

い

い

と

思

い

ま

す

よ

！

」

 

母

親

「

え

？

」

 

歌

音

「

気

に

入

ら

な

か

っ

た

ら

、

作

り

終

え

る

ま

で

は

変

更

で

き

る

の

で

！

」

 

 

母

親

、

子

ど

も

２

を

見

て

か

ら

 

母

親

「

じ

ゃ

あ

と

り

あ

え

ず

、

こ

れ

二

つ

で

」

 

奏

「

か

し

こ

ま

り

ま

し

た

。

お

席

へ

ご

案

内

い

た

し

ま

す

」

 

河

原

木

が

座

っ

て

い

る

席

か

ら

通

路

挟

ん

で

反

対

側

に

座

る

母

親

と

子

ど

も

１

、
子

ど

も

２

。 

歌

音

「

あ

！

 

か

わ

ら

」

 

歌

音

の

声

に

シ

ー

っ

と

人

差

し

指

を

口

に

当
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て

る

河

原

木

。

 

わ

ざ

と

ら

し

く

無

視

を

す

る

歌

音

。

 
言

い

た

い

放

題

言

う

子

ど

も

た

ち

に

固

ま

る

奏

と

バ

ト

ン

タ

ッ

チ

す

る

歌

音

。

 

歌

音

「

説

明

は

私

が

す

る

ね

！

」

 

奏

「

あ

、

あ

り

が

と

う

」
 

歌

音

、

子

ど

も

１

、

子

ど

も

２

に

分

か

り

や

す

く

説

明

す

る

。

 

奏

、

河

原

木

の

様

子

を

近

づ

く

ふ

り

を

し

て

、

さ

り

気

な

く

見

る

。

 

真

剣

に

箱

を

装

飾

し

て

い

く

も

不

器

用

さ

が

垣

間

見

え

る

河

原

木

。

 

河

原

木

、

奏

と

目

が

合

い

、

微

笑

む

。

 

河

原

木
「
『

ど

う

し

て

そ

ん

な

こ

と

も

で

き

な

い

ん

だ

ろ

う

』

っ

て

思

っ

た

で

し

ょ

」

 

奏

「

い

、

い

え

」

 

河

原

木

「

君

、

何

で

も

で

き

そ

う

だ

か

ら

」

 

 

河

原

木

、

花

を

つ

け

る

作

業

に

戻

る

。

 

 

奏

、

少

し

む

っ

と

し

な

が

ら

 

奏

「

ど

う

し

て

そ

う

思

っ

た

ん

で

す

か

」
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河

原

木
「

ん

ー

、
そ

つ

な

く

こ

な

し

て

る

感

じ

と

か

？

」 

 
河

原

木

、

パ

ー

ツ

を

落

と

す

。

 

 

奏

、

パ

ー

ツ

を

拾

う

。

 

奏

「

新

し

い

も

の

と

お

取

替

え

し

ま

す

か

」

 

河

原

木

「

そ

れ

！

 
そ

う

い

う

と

こ

ろ

！

」

 

奏

「

…

…

は

？

」

 

河

原

木

、
奏

か

ら

丁

寧

に

拾

っ

た

パ

ー

ツ

を

も

ら

う

。

 

河

原

木

「

求

め

ら

れ

る

こ

と

を

決

め

る

ま

で

の

ス

パ

ン

が

早

い

よ

ね

、

君

」

 

 

奏

、

訝

し

げ

に

河

原

木

を

見

る

。

 

律

歌
「

歌

音

―

！

 

在

庫

の

箱

ど

こ

に

置

い

た

ー

？

」 

歌

音

「

レ

ジ

の

横

―

！

」

 

歌

音

と

会

話

し

な

が

ら

作

る

子

ど

も

１

、
子

ど

も

２

。

 

奏

、

歌

音

を

見

る

。

 

河

原

木

「

ど

う

し

て

こ

ん

な

お

じ

さ

ん

が

オ

ル

ゴ

ー

ル

作

っ

て

る

か

、

気

に

な

ら

な

い

？

」

 

奏

「

え

、

え

え

、

ま

あ

…

…

」

 

河

原

木

「

今

度

、

娘

の

誕

生

日

な

ん

だ

」

 



『震え、触れ、琴線』 紳士風情 

28 

 

奏

「

そ

れ

は

、

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

河

原

木

「

あ

り

が

と

う

」

 

 

に

こ

っ

と

笑

う

河

原

木

。

 

奏

「

で

し

た

ら

、

曲

は

お

誕

生

日

の

…

…

」

 

律

歌
「

歌

音

―

！

 
レ

ジ

横

に

な

い

ん

だ

け

ど

ー

！

」 

 

律

歌

の

声

に

驚

き

、

振

り

向

く

奏

。

 

 

訪

れ

た

律

音

に

場

所

を

言

い

直

す

歌

音

。

 

河

原

木

「

あ

、

引

き

留

め

ち

ゃ

っ

て

ご

め

ん

ね

。

ま

た

出

来

た

ら

呼

ぶ

よ

」

 

奏

「

…

…

は

い

」

 

 

奏

、

手

続

き

場

に

戻

る

。

 

 

座

り

な

が

ら

も

ピ

ア

ノ

を

指

で

弾

く

奏

。

 

奏

、
い

た

る

と

こ

ろ

か

ら

流

れ

る

オ

ル

ゴ

ー

ル

へ

徐

々

に

耳

を

傾

け

、
弾

く

曲

も

変

わ

っ

て

い

く

。

 

歌

音

「

じ

ゃ

あ

曲

、

え

ら

ぼ

っ

か

！

」

 

後

ろ

か

ら

聞

こ

え

た

歌

音

の

声

に

意

識

を

現

実

に

戻

し

、
曲

一

覧

の

表

を

持

っ

て

立

ち

上

が

る

奏

。

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

」
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奏

「

は

い

、

こ

れ

」

 

歌

音

「

よ

く

わ

か

っ

た

ね

！

？

 

あ

り

が

と

！

」

 
歌

音

、
奏

か

ら

表

を

も

ら

っ

て

子

ど

も

た

ち

の

と

こ

ろ

へ

戻

る

。

 

歌

音

を

見

届

け

る

奏

、
手

を

上

げ

る

河

原

木

と

目

が

合

う

。

 

奏

「

は

い

、

今

行

き

ま

す

」
 

 

奏

、

河

原

木

の

元

へ

近

づ

く

。

 

河

原

木

「

途

中

、

あ

っ

ち

の

お

姉

さ

ん

に

ア

ド

バ

イ

ス

も

ら

っ

た

り

し

た

ん

だ

け

ど

、

な

か

な

か

上

手

く

い

か

な

い

ね

」

 

 

苦

笑

す

る

河

原

木

。

 

 

奏

、

指

で

パ

ー

ツ

を

指

し

な

が

ら

 

奏

「

で

し

た

ら

、

こ

こ

は

…

…

」

 

河

原

木

「

う

う

ん

。

こ

の

ま

ま

で

い

い

か

な

」

 

奏

「

…

…

娘

さ

ん

へ

の

贈

り

物

で

す

よ

ね

」

 

河

原

木

「

う

ん

」

 

奏

「

お

言

葉

で

す

が

、

も

う

少

し

丁

寧

に

…

…

」

 

河

原

木

「

そ

れ

な

ら

既

製

品

を

買

う

よ

」

 

 

奏

、

眉

を

ひ

そ

め

る

。
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河

原

木

「

ご

め

ん

、

さ

っ

き

の

は

俺

の

言

い

方

が

悪

か

っ

た

。

う

ま

く

い

か

な

く

っ

て

も

こ

う

い

う

の

は

楽

し

い

よ

ね

」

 

 

奏

、

見

え

な

い

よ

う

に

手

を

力

強

く

握

る

。

 

河

原

木

「

曲

、

選

ん

で

も

い

い

？

」

 

奏

「

…

…

ど

う

ぞ

、

こ

ち

ら

へ

」

 

 

歌

音

、
楽

し

そ

う

に

子

ど

も

た

ち

と

触

れ

合

う

。 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

昼

）

 

 

曲

を

視

聴

す

る

河

原

木

。

 

河

原

木

「

君

の

お

す

す

め

あ

る

？

」

 

奏

「

私

の

お

す

す

め

で

す

か

？

」

 

奏

、
歌

音

か

ら

も

ら

っ

た

オ

ル

ゴ

ー

ル

と

同

じ

も

の

を

選

ぶ

。

 

奏

「

こ

れ

で

す

」

 

河

原

木

「

へ

ー

！

 

こ

れ

か

あ

」

 

 

耳

を

傾

け

る

河

原

木

。

 

河

原

木

「

い

い

曲

選

ぶ

ね

」

 

奏

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 

河

原

木

、

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

手

に

持

つ

。
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河

原

木

「

で

、

他

は

？

」

 

奏

「

…

…

あ

り

ま

せ

ん

」

 

河

原

木

「

断

言

し

ち

ゃ

っ

た

よ

」

 

奏

「

お

客

様

が

お

好

き

な

曲

で

よ

ろ

し

い

か

と

」

 

河

原

木

「

う

ー

ん

、

そ

れ

も

そ

う

な

ん

だ

け

ど

」

 

 

河

原

木

、

頭

を

掻

く

。

 

律

歌

「

河

原

木

さ

ん

、

そ

の

子

は

ピ

ン

チ

ヒ

ッ

タ

ー

で

す

。

あ

ま

り

遊

ば

な

い

で

く

だ

さ

い

」

 

 

近

づ

く

律

歌

。

 

河

原

木
「

遊

ん

で

な

い

よ

、
遊

ん

で

な

い

。
こ

の

子

、

素

直

で

、

真

面

目

で

、

い

い

子

だ

」

 

奏

「

お

姉

さ

ん

の

お

知

り

合

い

で

す

か

」

 

 

律

歌

を

見

る

奏

。

 

律

歌

「

河

原

木

さ

ん

は

オ

ル

ゴ

ー

ル

職

人

。

祖

父

の

弟

子

に

あ

た

る

人

」

 

河

原

木

「

今

日

は

オ

フ

だ

か

ら

。

ふ

ら

ふ

ら

し

て

た

ん

だ

け

ど

、

結

局

こ

こ

に

来

ち

ゃ

っ

た

よ

ね

」

 

律

歌

「

そ

れ

で

新

顔

を

見

つ

け

て

い

じ

め

で

す

か

。

サ

イ

テ

ー

で

す

ね

」

 

河

原

木

「

言

い

方

！

」
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呆

気

に

取

ら

れ

る

奏

。

 

河

原

木

「

細

か

い

こ

と

が

気

に

な

る

の

が

、

俺

の

癖

で

ね

」

 

律

歌

「

刑

事

で

も

な

い

く

せ

に

」

 

奏

「

お

客

様

で

も

な

い

ん

で

す

ね

」

 

 

律

歌

、

奏

の

顔

を

見

る

。

 

律

歌

「

そ

う

い

う

こ

と

」

 

奏

「

で

は

、

失

礼

し

ま

す

」

 

 

奏

、

踵

を

返

す

。

 

河

原

木
「

待

っ

て

。
体

験

会

の

客

な

の

は

本

当

だ

よ

！

」 

 

歩

く

足

を

止

め

る

奏

。

 

振

り

返

っ

て

、
あ

か

ら

さ

ま

に

嫌

そ

う

な

顔

を

す

る

奏

。

 

律

歌

「

一

体

、

何

を

し

た

ん

で

す

か

」

 

河

原

木

「

そ

こ

ま

で

嫌

わ

れ

る

よ

う

な

こ

と

を

し

た

覚

え

は

な

い

ん

だ

け

ど

な

あ

…

…

」

 

律

歌

「

そ

う

い

う

と

こ

ろ

で

す

よ

」

 

河

原

木

「

え

っ

、

ど

う

い

う

こ

と

！

？

 

律

歌

さ

ん

！

？

」

 

律

歌

「
（

小

声

で

）

わ

か

っ

て

る

だ

ろ

」
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律

歌

、

レ

ジ

へ

戻

る

。

 

奏

「

早

急

に

選

び

ま

し

ょ

う

」

 

河

原

木

「

う

、

う

ん

？

」

 

 

奏

に

案

内

さ

れ

、

曲

を

選

び

直

す

河

原

木

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

夕

）

 

歌

音

、

奏

に

お

礼

を

言

い

つ

つ

、

明

日

も

よ

ろ

し

く

と

香

織

、

律

歌

と

と

も

に

頭

を

下

げ

る

。 

 

ピ

ア

ノ

教

室

に

向

か

っ

て

歩

き

出

す

奏

。

 

 

〇

ピ

ア

ノ

教

室

（

夕

）

 

 

ミ

ス

一

つ

な

し

で

弾

き

終

え

る

奏

。

 

真

紀

「

う

ん

、

完

璧

ね

」

 

 

譜

面

を

見

つ

め

る

奏

。

 

真

紀

「

他

に

気

に

な

る

と

こ

ろ

あ

る

？

」

 

花

の

装

飾

が

さ

れ

た

置

物

を

見

て

か

ら

鍵

盤

を

見

る

奏

。

 

奏

「

…

…

私

は

、

早

い

ん

で

し

ょ

う

か

」

 

真

紀

「

ん

？

」

 

 

頭

を

悩

ま

す

真

紀

。
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真

紀

「

い

や

テ

ン

ポ

は

ち

ょ

う

ど

い

い

し

、

何

な

ら

機

械

と

同

じ

く

ら

い

正

確

だ

と

思

う

け

ど

」

 

 

真

紀

、

メ

ト

ロ

ノ

ー

ム

を

側

に

持

っ

て

く

る

。 

 

黙

る

奏

を

見

つ

め

る

真

紀

。

 

真

紀

「

…

…

よ

し

、

じ

ゃ

あ

他

に

や

っ

て

み

よ

う

」

 

 

奏

、

鍵

盤

か

ら

真

紀

へ

と

視

線

を

動

か

す

。

 

真

紀

「

来

週

ま

で

に

弾

き

た

い

曲

探

し

て

き

て

」

 

奏

「

弾

き

た

い

曲

な

ん

て

あ

り

ま

せ

ん

」

 

真

紀
「

本

当

に

～

？

 

前

に

弾

い

た

曲

で

も

い

い

よ

」 

 

奏

、

少

し

考

え

て

か

ら

 

奏

「

わ

か

り

ま

し

た

」

 

 

頷

く

奏

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

朝

）

 

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

位

置

を

調

節

す

る

奏

。

 

河

原

木

「

す

ご

い

ね

。

ズ

レ

一

つ

な

い

じ

ゃ

な

い

」

 

 

静

か

に

近

づ

い

て

き

た

河

原

木

に

驚

く

奏

。

 

奏

「

…

…

ま

た

騙

し

に

来

た

ん

で

す

か

」

 

河

原

木

「

違

う

っ

て

！

 

今

日

は

出

勤

日

！

」

 

 

ポ

ス

タ

ー

を

指

で

指

す

河

原

木

。
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『

ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

 

実

演

会

』
と

書

か

れ

た

ポ

ス

タ

ー

。

 

河

原

木

「

週

に

二

回

と

一

日

に

二

回

。

あ

そ

こ

に

あ

る

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

動

か

す

の

が

俺

の

仕

事

」

 

 

数

字

の

二

を

手

で

作

り

な

が

ら

言

う

河

原

木

。 

 

ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

に

目

を

や

る

奏

。 

河

原

木

「

興

味

あ

る

？

」

 

奏

「

い

え

、

ま

っ

た

く

」

 

河

原

木

「

あ

ら

、

そ

ら

残

念

」

 

 

大

袈

裟

に

残

念

が

る

河

原

木

。

 

歌

音
「

あ

！

 

奏

ち

ゃ

ん

！

 

と

、
河

原

木

さ

ん

！

」

 

河

原

木

「

よ

っ

、

歌

音

さ

ん

」

 

歌

音

と

河

原

木

、
テ

ン

シ

ョ

ン

高

め

に

ハ

イ

タ

ッ

チ

を

す

る

。

 

歌

音

「

今

日

も

や

る

ん

だ

よ

ね

！

」

 

河

原

木

「

う

ん

、

も

ち

ろ

ん

」

 

歌

音

「

何

の

曲

や

る

の

？

」

 

河

原

木

「

そ

う

だ

な

…

…

」

 

 

河

原

木

、

奏

を

見

る

。

 

河

原

木

「

冨

谷

さ

ん

が

好

き

な

曲

な

ん

て

ど

う

？

」
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歌

音

「

あ

れ

や

る

の

！

？

」

 

奏

「

…

…

私

は

関

係

あ

り

ま

せ

ん

よ

ね

」

 

河

原

木

「

ち

ょ

う

ど

い

い

機

会

だ

し

ね

！

」

 

 

河

原

木

、

準

備

を

し

に

行

く

。

 

置

い

て

行

か

れ

る

奏

。

 

歌

音

「

よ

か

っ

た

ね

！

 

奏

ち

ゃ

ん

！

」

 

め

ん

ど

く

さ

そ

う

に

河

原

木

の

後

ろ

姿

を

見

る

奏

。

 

 

〇

店

内

広

場

（

昼

）

 

ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

後

ろ

に

立

ち

、

集

ま

っ

た

客

の

前

で

歴

史

を

説

明

す

る

河

原

木

。

 

奏

、

観

光

客

の

相

手

を

し

終

え

る

と

、

視

線

を

ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

へ

向

け

る

。

 

河

原

木

「

で

は

実

際

に

音

を

聞

い

て

み

ま

し

ょ

う

」

 

ハ

ン

ド

ル

を

ゆ

っ

く

り

回

し

始

め

る

河

原

木

。 

店

内

に

響

き

渡

る

奏

選

曲

の

音

楽

。

 

香

織

「

今

日

は

調

子

い

い

わ

ね

、

河

原

木

さ

ん

」

 

奏

の

隣

に

立

つ

香

織

。
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香

織

「

い

つ

も

ち

ょ

っ

と

だ

け

速

く

な

っ

た

り

遅

く

な

っ

た

り

す

る

み

た

い

」

 

奏

「

回

す

だ

け

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

か

？

」

 

香

織

「

そ

れ

が

意

外

と

難

し

い

の

よ

」

 

河

原

木

、
回

し

終

え

る

と

ハ

ン

ド

ル

を

観

光

客

に

任

せ

、

回

し

て

も

ら

う

。

 

観

光

客

の

ス

ピ

ー

ド

、
速

く

な

っ

た

り

遅

く

な

っ

た

り

で

や

や

不

協

和

音

。
 

 

拍

手

を

す

る

河

原

木

、

観

光

客

た

ち

。

 

香

織

、

観

光

客

に

声

を

か

け

ら

れ

、

い

な

く

な

る

。

 

河

原

木

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

で

は

続

い

て

二

曲

目

を

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

」

 

河

原

木

、
円

盤

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

説

明

を

す

る

と

、

二

曲

目

を

回

し

始

め

る

。

 

奏

、
持

ち

場

に

戻

ろ

う

と

す

る

と

聞

き

覚

え

の

あ

る

曲

に

耳

を

傾

け

て

し

ま

う

。

 

 

ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

見

つ

め

る

奏

。 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

昼

）
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ア

ン

テ

ィ

ー

ク

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

片

付

け

終

え

た

河

原

木

、

奏

と

歌

音

と

律

歌

と

話

を

す

る

。 

歌

音

「

今

日

、

す

っ

ご

い

良

か

っ

た

ー

！

」

 

河

原

木

「

あ

り

が

と

、

歌

音

さ

ん

」

 

律

歌

「

最

近

、

二

曲

目

の

曲

ば

っ

か

や

る

け

ど

、

お

気

に

入

り

？

」

 

河

原

木
「

う

ん

。
あ

れ

映

画

の

曲

な

の

知

っ

て

る

？

」

 

律

歌

「

だ

か

ら

聞

い

た

こ

と

が

あ

っ

た

の

ね

」

 

歌

音

「

え

っ

、

Ｃ

Ｍ

の

曲

じ

ゃ

な

い

の

？

」

 

河

原

木

「

そ

う

か

、

若

い

子

だ

と

そ

っ

ち

の

印

象

が

強

い

か

」

 

 
 

レ

ジ

の

奥

で

在

庫

整

理

す

る

香

織

。

 

香

織

「

歌

音

、

律

歌

―

、

ち

ょ

っ

と

来

て

こ

れ

運

ぶ

の

手

伝

っ

て

く

れ

な

い

？

」

 

歌

音

「

は

ー

い

！

」

 

律

歌

「

今

行

く

」

 

 

河

原

木

と

二

人

で

残

さ

れ

る

奏

。

 

河

原

木

、
オ

ル

ゴ

ー

ル

の

調

整

を

し

に

行

こ

う

と

す

る

。

 

奏

「

あ

の

」
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足

を

止

め

る

河

原

木

。

 

河

原

木

「

ん

？

 

ど

う

か

し

た

？

」

 

奏

「

こ

の

間

の

、

ど

う

い

う

意

味

で

す

か

」

 

河

原

木

「

こ

の

間

の

？

」

 

 

考

え

る

河

原

木

。

 

奏
「
『

求

め

ら

れ

る

こ

と

を

決

め

る

ま

で

の

ス

パ

ン

が

早

い

』

と

い

う

言

葉

で

す

」
 

河

原

木

「

…

…

俺

、

そ

ん

な

こ

と

言

っ

て

た

っ

け

」

 

 

奏

、

黙

っ

た

後

、

頭

を

下

げ

る

。
 

奏

「

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

河

原

木

「

え

、

あ

、

多

分

言

っ

た

！

 

言

っ

た

ね

！

 

覚

え

て

る

よ

！

」

 

奏

「

い

い

で

す

、

ご

無

理

を

な

さ

ら

な

い

で

く

だ

さ

い

」

 

河

原

木

「

何

を

見

て

い

る

か

！

」

 

 

奏

、

振

り

返

っ

て

河

原

木

を

見

る

。

 

河

原

木

「

め

、

目

の

前

の

こ

と

だ

け

で

判

断

し

て

る

で

し

ょ

。

こ

れ

は

あ

く

ま

で

俺

の

推

測

だ

け

ど

」 

 

無

駄

に

か

っ

こ

つ

け

る

河

原

木

。

 

奏

「

目

の

前

の

こ

と

以

外

に

ど

こ

で

判

断

す

れ

ば

い
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い

ん

で

す

か

」

 

河

原

木

、

真

面

目

な

返

答

に

驚

き

つ

つ

、

真

剣

な

表

情

に

戻

っ

て

 

河

原

木

「

…

…

そ

れ

は

」

 

 

河

原

木

、

視

線

を

歌

音

に

動

か

す

。

 

 

奏

、

歌

音

を

見

る

。
 

歌

音

「

贈

り

物

で

す

か

？

 

ご

自

宅

用

で

す

か

？

 

あ

、

自

分

へ

の

ご

褒

美

っ

て

感

じ

で

す

か

！

 

い

い

で

す

ね

ー

！

 

ぜ

ひ

私

も

ご

協

力

さ

せ

て

く

だ

さ

い

！

」

 

 

観

光

客

と

話

す

歌

音

。

 

河

原

木

「

歌

音

さ

ん

、

魔

女

宅

か

ハ

ウ

ル

か

。

あ

る

い

は

ド

ビ

ュ

ッ

シ

ー

と

か

、

そ

の

辺

り

を

選

ぶ

よ

」 

 

歌

音

、
『

魔

女

の

宅

急

便

』

の

曲

を

選

ぶ

。

 

 

奏

、

目

を

丸

く

し

、

河

原

木

の

方

を

見

る

。

 

奏

「

ど

う

し

て

…

…

」

 

河

原

木

「

見

れ

ば

わ

か

る

よ

」

 

 

真

剣

に

歌

音

を

見

る

河

原

木

。

 

 

苛

立

ち

を

隠

せ

な

い

奏

。

 

奏

「

そ

れ

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

…

…

！

」
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×

 
×

 
×

 

審

査

員

１

「

あ

の

子

に

は

才

能

が

あ

る

ん

だ

け

ど

何

か

が

足

り

な

い

ん

だ

よ

な

あ

…

…

」

 

 
×

 
×

 
×

 

 

奏

、

言

葉

を

押

し

殺

し

て

拳

に

力

を

込

め

る

。 

河

原

木

「

冨

谷

さ

ん

？

」
 

奏

「

あ

ん

な

の

努

力

で

ど

う

に

も

な

ら

な

い

。

生

ま

れ

持

っ

た

才

能

に

勝

て

る

わ

け

が

…

…

！

」

 

河

原

木

「

だ

か

ら

楽

し

む

し

か

な

い

ん

だ

よ

」

 

 

歌

音

、

河

原

木

に

気

づ

い

て

手

を

振

る

。

 

 

河

原

木

、

笑

っ

て

手

を

振

る

。

 

 

俯

く

奏

に

視

線

を

戻

す

河

原

木

。

 

河

原

木

「

俺

は

…

…

い

や

、

俺

も

歌

音

さ

ん

も

、

君

の

好

き

な

曲

を

聞

く

の

、

待

っ

て

る

よ

」

 

 

河

原

木

、
奏

と

す

れ

違

っ

て

客

の

対

応

を

す

る

。 

 

〇

末

広

町

駅

（

夕

）

 

 

駅

で

函

館

市

電

を

待

つ

奏

と

歌

音

。

 

歌

音

「

遅

く

な

っ

て

ご

め

ん

！

」

 

奏

「

お

母

さ

ん

に

は

連

絡

し

て

あ

る

か

ら

大

丈

夫

」
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少

し

元

気

な

さ

げ

に

答

え

る

奏

。

 

 
心

配

そ

う

に

見

つ

め

る

歌

音

。

 

歌

音

「

何

が

あ

っ

た

の

か

、

聞

い

て

も

い

い

？

」

 

 

静

か

な

奏

。
 

歌

音

「

あ

、

じ

ゃ

あ

最

近

あ

っ

た

こ

と

で

…

…

」

 

奏

「

私

、

ピ

ア

ノ

が

嫌

い

な

の

」

 

 

口

を

開

く

奏

に

黙

る

歌

音

。

 

奏

「

わ

か

ら

な

い

け

ど

、

多

分

ピ

ア

ノ

が

嫌

い

な

ん

だ

と

思

う

」

 

歌

音

「

あ

ん

な

に

上

手

な

の

に

？

」

 

奏

「

上

手

と

か

関

係

な

い

。

上

に

は

上

が

い

る

」

 

 

口

調

が

強

く

な

る

奏

。

 

奏

「

あ

、

ご

め

ん

」

 

歌

音

「

上

手

く

な

り

た

く

て

続

け

ら

れ

て

る

な

ら

す

ご

い

こ

と

だ

よ

」

 

 

奏

、
歌

音

の

真

面

目

な

言

葉

に

視

線

を

向

け

る

。 

歌

音

「

河

原

木

さ

ん

も

ね

、

細

か

い

こ

と

が

大

嫌

い

だ

っ

た

ん

だ

っ

て

」

 

奏

「

オ

ル

ゴ

ー

ル

っ

て

細

か

い

こ

と

の

塊

じ

ゃ

ん

」

 

歌

音

「

だ

か

ら

最

初

は

ぜ

っ

た

い

に

や

る

も

ん

か

！
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っ

て

思

っ

て

た

ん

だ

っ

て

」

 

 
小

さ

く

笑

う

歌

音

。

 

歌

音

「

で

も

あ

る

日

、

う

ち

に

来

て

オ

ル

ゴ

ー

ル

の

曲

を

聴

い

た

時

、

愛

お

し

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

っ

て

言

っ

て

た

」

 

奏

「

愛

お

し

い

？

」

 

歌

音

「

こ

の

音

を

、

世

界

中

の

誰

よ

り

も

一

番

近

く

で

聴

い

て

い

た

い

っ

て

」

 

 

近

づ

い

て

く

る

函

館

市

電

。

 

歌

音
「

私

は

そ

う

い

う

の

よ

く

わ

か

ら

な

い

け

ど

ね

。

で

も

絵

の

教

室

を

始

め

て

隣

の

ク

ラ

ス

の

油

画

の

臭

い

と

か

嫌

い

に

な

る

け

ど

、

そ

れ

で

も

絵

を

描

い

て

い

た

い

っ

て

思

う

な

―

！

」

 

 

駅

に

到

着

す

る

函

館

市

電

。

 

歌

音

「

あ

、

電

車

来

た

よ

！

 

…

…

奏

ち

ゃ

ん

？

」

 

 

立

ち

上

が

ろ

う

と

し

な

い

奏

。

 

 

奏

を

見

る

歌

音

。

 

 

〇

冨

谷

家

・

奏

の

部

屋

（

夜

）

 

 

寝

っ

転

が

っ

て

天

井

を

見

る

奏

。
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目

を

瞑

る

奏

。

 

奏

、

起

き

上

が

っ

て

楽

譜

を

捲

っ

た

り

、

ス

マ

ホ

片

手

に

曲

や

作

曲

者

な

ど

調

べ

出

す

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

昼

）

 

 

午

後

か

ら

呼

ば

れ

た

奏

、

レ

ジ

に

向

か

う

。

 

律

歌

「

あ

、

冨

谷

さ

ん

」

 

奏

「

本

日

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

律

歌

「

え

え

、

よ

ろ

し

く

」

 

奏

、

レ

ジ

の

奥

に

行

き

、

エ

プ

ロ

ン

を

着

て

魅

せ

に

立

つ

。

 

 

香

織

、

観

光

客

と

話

を

す

る

。

 

歌

音

、
受

付

場

所

で

体

験

し

に

来

た

観

光

客

を

案

内

し

て

い

る

。

 

奏

、

歩

き

な

が

ら

店

内

の

様

子

を

見

る

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

作

り

体

験

コ

ー

ナ

ー

（

昼

）

 

 

歌

音

、

他

の

観

光

客

を

案

内

中

。

 

 

受

付

場

所

で

待

つ

女

性

二

人

組

。

 

奏

「

体

験

会

、

ご

希

望

で

す

か

？

」
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気

が

付

い

て

近

づ

く

奏

。

 

女

性

１

「

あ

、

は

い

！

」

 

女

性

２

「

今

大

丈

夫

で

す

か

？

」

 

奏
「

問

題

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。
こ

ち

ら

に

ご

記

入

の

上

、

準

備

い

た

し

ま

す

の

で

少

々

、

お

待

ち

く

だ

さ

い

」 

 

奏

、
体

験

す

る

場

所

の

机

の

上

を

綺

麗

に

す

る

。 

 

受

付

場

所

に

戻

る

奏

。
 

奏

「

お

待

た

せ

い

た

し

ま

し

た

。

ど

う

ぞ

、

こ

ち

ら

へ

」

 記

入

さ

れ

た

紙

を

確

認

し

な

が

ら

案

内

す

る

奏

。

 

 

制

作

場

に

案

内

す

る

奏

を

見

る

歌

音

。

 

 

歌

音

、

説

明

し

終

え

た

奏

に

近

づ

く

。

 

歌

音

「

ご

め

ん

、

奏

ち

ゃ

ん

！

 

あ

り

が

と

ー

！

」

 

奏

「

大

丈

夫

」

 

 

奏

、

体

験

コ

ー

ナ

ー

と

店

内

を

交

互

に

見

る

。 

奏

「

人

、

大

分

増

え

た

ね

」

 

歌

音

「

お

盆

休

み

前

と

か

、

混

む

前

に

行

っ

て

お

こ

う

っ

て

思

う

人

が

い

る

み

た

い

。

前

に

お

母

さ

ん

が

言

っ

て

た

！

」
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歌

音

、

女

性

二

人

組

に

呼

ば

れ

、

戻

る

。

 

 
奏

、

店

内

の

在

庫

出

し

作

業

に

行

く

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

昼

）

 

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

丁

寧

に

並

べ

て

い

く

奏

。

 

 

女

性

客

に

話

し

か

け

ら

れ

る

律

歌

。

 

近

く

で

陳

列

し

て

い

る

と

会

話

が

耳

に

入

る

奏

。

 

女

性

３

「

こ

の

曲

の

題

名

を

知

り

た

く

っ

て

…

…

」

 

 

ス

マ

ホ

を

も

ら

い

、

耳

元

で

流

す

律

歌

。

 

 

律

歌

、
聞

き

終

え

、
ス

マ

ホ

を

耳

元

か

ら

離

す

。 

女

性

３

「

曲

名

も

わ

か

ら

な

い

の

に

聞

い

て

申

し

訳

な

い

ん

で

す

け

ど

…

…

そ

の

、

こ

の

曲

の

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

探

し

て

て

…

…

む

、

難

し

い

で

す

よ

ね

！

」 

律

歌

「

少

々

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

ス

マ

ホ

、

お

借

り

し

て

も

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う

か

？

」

 

女

性

３

「

は

、

は

い

…

…

！

」

 

 

ス

マ

ホ

を

持

っ

て

香

織

に

聞

き

に

行

く

律

歌

。 

 

様

子

を

見

つ

め

る

奏

。

 

 

香

織

、

首

を

傾

げ

る

。
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女

性

３

の

元

へ

戻

る

律

歌

。

 

律

歌

「

大

変

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

が

…

…

」

 

 

頭

を

下

げ

る

律

歌

。

 

 

律

歌

と

女

性

３

に

近

づ

く

奏

。

 

奏

「

そ

の

曲

、

聞

い

て

も

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う

か

」

 

女

性

３

「

え

、

あ

、

は

い

、

も

ち

ろ

ん

…

…

！

」

 

 

律

歌

か

ら

ス

マ

ホ

を

渡

さ

れ

、

曲

を

聴

く

奏

。 

 

聞

き

終

え

、

女

性

３

に

ス

マ

ホ

を

返

す

奏

。

 

奏

「

わ

か

り

ま

す

」

 

女

性

３

「

え

、

わ

か

る

の

？

」

 

奏

「

お

持

ち

い

た

し

ま

す

」

 

 

奏

、

奥

か

ら

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

持

っ

て

く

る

。
 

奏

「
『

美

し

く

青

き

ド

ナ

ウ

』

で

す

」

 

女

性

３

「

ど

、

ド

ナ

ウ

？

」

 

奏

「

川

の

名

前

で

す

。

ド

ナ

ウ

川

と

い

う

ド

イ

ツ

に

あ

る

川

で

す

」

 

女

性

３

「

へ

、

へ

え

…

…

！

 

川

の

名

前

…

…

！

」

 

奏

「

三

大

ワ

ル

ツ

で

す

か

ら

聴

い

た

こ

と

は

あ

る

か

と

思

い

ま

す

が

、

な

か

な

か

題

名

は

聞

き

ま

せ

ん

よ

ね

」
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女

性

３

「

初

め

て

知

り

ま

し

た

！

 

『

美

し

く

』

…

…

」
 

奏

「
『

青

き

ド

ナ

ウ

』

で

す

」

 

女

性

３

、

何

度

も

頭

を

下

げ

、

満

足

そ

う

に

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

持

っ

て

レ

ジ

に

向

か

う

。

 

律

歌

「

そ

う

い

え

ば

ピ

ア

ノ

上

手

な

ん

だ

っ

け

」

 

奏

「

…

…

ま

さ

か

こ

の

よ

う

な

と

こ

ろ

で

役

に

立

つ

と

は

思

い

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

 

律

歌

を

見

る

奏

。

 

 

奏

、

小

さ

く

微

笑

む

。

 

 

観

光

客

に

話

し

か

け

ら

れ

真

顔

に

戻

る

奏

。

 

 

律

歌

、

奏

を

見

届

け

て

か

ら

持

ち

場

に

戻

る

。 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

作

り

体

験

コ

ー

ナ

ー

（

夕

）

 

体

験

会

を

終

え

た

女

性

二

人

組

を

見

つ

け

る

奏

。

 

女

性

２

「

や

っ

ぱ

り

こ

っ

ち

？

」

 

女

性

１

「

い

や

こ

っ

ち

の

方

が

よ

く

な

い

？

」

 

 

曲

一

覧

の

前

に

立

つ

女

性

１

、

女

性

２

。

 

奏

「

曲

、

変

え

る

ん

で

す

か

」
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女

性

１

「

あ

、

は

い

！

」

 

女

性

２

「

い

い

曲

ば

っ

か

で

迷

い

ま

す

ね

！

」

 

奏

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 

頭

を

下

げ

る

奏

。

 

奏

「

も

し

よ

ろ

し

け

れ

ば

私

の

お

す

す

め

を

ご

紹

介

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

も

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う

か

」 

女

性

２

「

え

、

め

っ

ち

ゃ

聞

き

た

い

で

す

！

」

 

 

あ

る

曲

に

手

を

当

て

紹

介

す

る

奏

。

 

受

付

場

所

ま

で

観

光

客

を

案

内

し

終

え

た

歌

音

、

奏

を

見

る

。

 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

夕

）

 

出

入

り

口

で

頭

を

下

げ

、

お

見

送

り

す

る

奏

、

歌

音

、

律

歌

。

 

歌

音

「

ね

え

ね

え

！

 

何

の

曲

お

す

す

め

し

た

の

！

？

」

 

 

目

を

輝

か

せ

、

奏

に

近

づ

く

歌

音

。

 

奏

「

と

、
『

ト

ロ

イ

メ

ラ

イ

』
」

 

歌

音

「

と

ろ

ろ

？

」

 

律

歌

「
『

ト

ロ

イ

メ

ラ

イ

』
。

シ

ュ

ー

マ

ン

の

曲

」
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歌

音

「

お

姉

ち

ゃ

ん

、

知

っ

て

る

の

！

？

」

 

律

歌

「

オ

ル

ゴ

ー

ル

に

あ

る

曲

の

名

前

く

ら

い

憶

え

て

お

き

な

さ

い

よ

…

…

」

 

律

歌

、

近

く

に

あ

る

オ

ル

ゴ

ー

ル

か

ら

『

ト

ロ

イ

メ

ラ

イ

』

の

曲

が

入

っ

た

も

の

を

探

し

、

ネ

ジ

を

回

す

。

 

歌

音

「

素

敵

な

曲

！

」

 

奏

「

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

」

 

歌

音

「

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

？

」

 

 

奏

、

遠

く

に

い

る

女

性

二

人

組

を

見

る

。

 

奏

「

一

つ

、

足

り

な

か

っ

た

か

ら

」

 

女

性

二

人

組

の

鞄

に

つ

い

て

い

る

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

、

揺

れ

る

。

 

河

原

木

「

誰

か

い

な

い

と

思

っ

た

の

か

」

 

 

後

ろ

か

ら

声

を

か

け

る

河

原

木

。

 

歌

音

「

う

わ

っ

！

 

び

っ

く

り

し

た

！

」

 

河

原

木

「

ご

め

ん

、

ご

め

ん

」

 

 

律

歌

、

女

性

二

人

組

の

方

を

見

る

。

 

律

歌

「

…

…

な

る

ほ

ど

」

 

歌

音

「

ど

う

い

う

こ

と

！

？

」
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（

回

想

）
 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

夕

）

 

 

レ

ジ

で

対

応

す

る

律

歌

。

 

 

隣

で

待

機

す

る

奏

。

 

女

性

２

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

 

 

奏

に

向

か

っ

て

お

礼

を

言

う

女

性

２

。

 

奏

「

い

、

い

え

」

 

女

性

２

「

聞

い

た

お

話

と

ピ

ッ

タ

リ

合

っ

て

て

」

 

律

歌

「

お

話

、

で

す

か

？

」

 

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

包

装

紙

で

包

み

な

が

ら

話

す

律

歌

。

 

女

性

１

「

は

い

！

 

こ

の

曲

、

ピ

ア

ノ

の

魔

術

師

っ

て

呼

ば

れ

て

た

人

が

絶

賛

し

て

た

ん

で

す

よ

ね

！

」

 

奏

「

あ

く

ま

で

、

聞

い

た

話

で

す

が

」

 

女

性

２
「
『

人

生

最

大

の

喜

び

を

味

わ

え

た

』
曲

な

ん

て

、

ピ

ッ

タ

リ

す

ぎ

て

び

っ

く

り

し

ま

し

た

。

す

ご

い

で

す

ね

、

店

員

さ

ん

！

」

 

 

女

性

１

と

女

性

２

、

奏

を

見

て

微

笑

む

。
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奏

「

…

…

お

役

に

立

て

た

な

ら

何

よ

り

で

す

」

 

 
優

し

く

微

笑

む

奏

。

 

（

回

想

終

了

）
 

 

〇

オ

ル

ゴ

ー

ル

専

門

店

（

夕

）

 

律

歌

「

て

か

河

原

木

さ

ん

、

こ

ん

な

と

こ

ろ

に

い

て

い

い

わ

け

？

」

 

河

原

木

「

ち

ょ

っ

と

休

憩

」

 

律

歌

「

さ

っ

き

も

そ

う

言

っ

て

近

く

の

カ

フ

ェ

行

っ

て

た

よ

ね

」

 

河

原

木

「

な

、

な

ん

で

そ

れ

を

！

？

」

 

 

た

め

息

を

吐

く

律

歌

。

 

律

歌

「

あ

と

で

お

じ

い

ち

ゃ

ん

に

報

告

し

て

お

く

か

ら

」

 

河

原

木

「

嘘

、

嘘

、

も

う

戻

る

か

ら

！

」

 

 

律

歌

と

河

原

木

、

店

の

奥

へ

と

行

く

。

 

 

歌

音

、

後

を

追

う

。

 

奏

、

戻

ろ

う

と

し

た

途

端

、

開

け

っ

放

し

の

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

見

つ

け

、

持

ち

上

げ

る

。

 

後

ろ

を

覗

く

奏

、
ラ

ベ

ル

に

は

コ

ン

ク

ー

ル

で
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弾

い

た

曲

名

。

 

奏

、

ゆ

っ

く

り

と

ネ

ジ

を

回

す

。

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

ー

ん

！

」

 

 

手

を

振

る

歌

音

。

 

奏

、

歌

音

を

見

て

か

ら

オ

ル

ゴ

ー

ル

を

置

き

、

仕

事

に

戻

る

。

 

 

〇

堀

川

町

駅

（

朝

）

 

奏

、
イ

ヤ

ホ

ン

で

ピ

ア

ノ

の

音

を

聞

き

な

が

ら

函

館

市

電

を

待

つ

。

 

函

館

市

電

、

駅

に

到

着

す

る

。

 

 

〇

函

館

市

電

（

朝

）

 

 

座

っ

て

本

を

読

む

奏

。

 

 

奏

、

乗

っ

て

く

る

人

を

チ

ラ

チ

ラ

見

る

。

 

 

八

幡

坂

の

前

を

通

る

函

館

市

電

。

 

 

奏

、

窓

の

外

を

見

る

。

 

 

〇

末

広

町

駅

（

朝

）

 

 

降

り

る

奏

。
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函

館

市

電

を

見

送

る

奏

。

 

 

〇

教

室

（

朝

）
 

 

課

題

を

ま

と

め

る

担

任

の

先

生

。

 

 

夏

休

み

期

間

の

話

を

す

る

生

徒

た

ち

。

 

奏

、
椅

子

に

座

っ

て

ス

マ

ホ

で

他

の

人

が

弾

い

て

い

る

ピ

ア

ノ

の

動

画

を

見

る

。

 

 

〇

八

幡

坂

前

学

校

・

帰

路

（

昼

）

 

夏

休

み

明

け

、

始

業

式

を

終

え

た

生

徒

た

ち

、

寄

り

道

を

し

た

り

、

帰

っ

た

り

す

る

。
 

 

〇

八

幡

坂

（

昼

）

 

同

級

生

と

話

し

て

い

る

最

中

、
奏

を

見

つ

け

る

歌

音

。

 

駆

け

下

り

る

歌

音

。

 

歌

音

「

奏

ち

ゃ

ー

ん

！

」

 

 

奏

の

先

で

足

を

止

め

る

歌

音

。

 

 

奏

、

歌

音

の

顔

を

見

る

。

 

歌

音

「

夏

休

み

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ね

！

」

 



『震え、触れ、琴線』 紳士風情 

55 

 

奏

「

前

も

聞

い

た

っ

て

、

そ

れ

」

 

歌

音

「

お

礼

は

何

度

も

言

い

た

い

か

ら

！

」

 

 
 

笑

う

歌

音

。

 

 

呆

れ

な

が

ら

も

ど

こ

か

微

笑

ま

し

い

と

歌

音

を

見

る

奏

。

 

 

一

緒

に

歩

く

奏

、

歌

音

。

 

 

奏

、

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

歌

音

に

渡

す

。

 

奏

「

今

度

、

ピ

ア

ノ

の

コ

ン

ク

ー

ル

に

出

る

ん

だ

け

ど

よ

か

っ

た

ら

聞

き

に

来

な

い

？

」
 

 
 

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

受

け

取

る

歌

音

。
 

 

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に

昔

弾

い

た

曲

名

、
載

っ

て

い

る

。

 

歌

音

「

い

い

の

！

？

 

行

く

！

 

行

き

た

い

！

 

お

姉

ち

ゃ

ん

も

予

定

空

い

て

た

ら

誘

っ

て

い

い

？

 

あ

と

河

原

木

さ

ん

も

！

」

 

奏

「

い

、

い

い

け

ど

…

…

」

 

歌

音

「

じ

ゃ

あ

早

速

確

認

し

に

行

こ

う

！

」

 

奏

「

は

！

？

 

今

か

ら

！

？

」

 

歌

音

「

思

い

立

っ

た

が

吉

日

！

 

…

…

だ

よ

ね

？

」

 

歌

音

、
奏

の

腕

を

引

っ

張

り

な

が

ら

坂

を

全

速
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力

で

下

っ

て

い

く

。

 

奏

、

遠

く

の

港

を

見

て

、

目

を

見

開

く

。

 
走

り

な

が

ら

奏

を

見

る

歌

音

。

 

歌

音

「

そ

う

い

え

ば

！

 

私

が

な

ん

で

音

が

好

き

か

わ

か

っ

た

よ

！

 

河

原

木

さ

ん

に

も

同

じ

話

し

た

ら

ね

！

」

 

後

ろ

向

き

に

奏

の

方

へ

身

体

を

向

け

て

、
下

っ

て

い

く

歌

音

。

 

歌

音
「
『

歌

音

さ

ん

は

振

動

弁

に

当

た

る

音

と

か

鍵

盤

を

叩

く

音

が

好

き

な

ん

だ

よ

』

だ

っ

て

！

」

 

奏

「

何

そ

れ

」

 

 
 

奏

、

小

さ

く

笑

う

。

 

 
 

歌

音

、

つ

ら

れ

て

一

緒

に

笑

顔

に

な

る

。

 

 

〇

冨

谷

家

・

奏

の

部

屋

（

昼

）

 

譜

面

台

の

隣

に

置

か

れ

た

オ

ル

ゴ

ー

ル

、
窓

か

ら

入

る

太

陽

に

当

た

っ

て

光

る

。

 

 

《

了

》

 

 


